
平成23年度施策評価　総括表の見方

施策
番号

施　策　名
〔現状〕 〔目標〕

政策
番号

上 位 政 策 名 ２０年度 ２２年度 ２３年度 ２６年度 成果
経費

比較

総合

評価
総合評価の内容

ね
ら
い

内容

成

果

指

標

① 子育てのひろば利用者数 100,775 162,697 126,000 200,000

成

果

指

標

②
ファミリーサポートサー
ビス利用件数

件 25,894 29,754 30,000 30,000

成

果

指

標

③

総経費 千円 ― 19,288,324 23,495,979 ―

（上記のうち、人件費） 千円 ― 421,600 925,600 ―

指標１

　区民１人あたりの経費
円 ― 27,225 ― ―

％ ― 8.7 ― ―

会計名 ― 一般会計 ― ―

Ａ

子どもと子育て家
庭を地域で支える コ

ス

ト

指

標

経
費

指標２
　区決算額に占める割合

地域で子育てを支
える

Ａ

部
名

単
位

成果指標・経費・コスト指標

評   価 改革・改善案
施策の

目指す状態

　２３～２４年度については、児童館内
にある学童クラブが近隣の小学校内に
移転した跡に、児童館型子育てのひろ
ばとして整備する。２３年４月に、北大
泉児童館内に北大泉ぴよぴよを開設。

児

童

青

少

年

部

健

康

福

祉

事

業

本

部

Ａ

№１１

利用実績や費用の点から、良好に進
んでいると評価できる。

 
効
率
化

№111

  地域で子どもと
子育て家庭を援助
することにより、
地域の子育てに関
する力をさらに強
化し、子育てしや
すい環境づくりと
子どもの健全な成
長を図るため。

　評価：「成果」、「経費と成果の比較」、「総合評価」を記載
（評価区分）

成果：目指す状態の達成度
　　　　Ａ：目標とする成果が上がっている
　　　　Ｂ：目標とする成果が上がっていない
経費比較：主に経費面における効率性の評価
　　　　Ａ：適切である
　　　　Ｂ：適切ではない
総合評価：上記評価区分以外の視点、要因等も含めた総合的な評価
　　　　Ａ：良好に進んでいる
　　　　Ｂ：良好に進んでいない

 施策：施策番号と施策名、政策
番号と施策の上位政策名を記載 施策の目指す状態：施策が目標としている

状態、どのような成果を得るかを記載

成果指標：施策の成果を測る成果指標（最大3個）
　　　　　　 平成20年度・22年度の実績、23年度・26年度の目標数値を記載
経費：職員数には正規職員のほか、再雇用、再任用職員を含む。
　　　 人件費は正規職員１人年額800万円、再任用職員は400万円、
　　　 再雇用職員は320万円で算出
コスト指標：指標１は、「総経費」を「区総人口」で除した金額を記載
　　　　　　　指標２は、会計別の「区決算額」に占める「総経費」の割合（％）
　　　　　     を記載

今回の結果を踏まえ、今後、取り組む
べき
改革・改善案を記載。

〔実績〕 〔目標〕


